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癒しと元気発信。今、コロナ問題。話が、久楽迎古のプロファイル・個展歴は、 

和紙・夢絵作家に進路変更した 2,000 年から記述。実は、それ以前に、写真展を各地で開催、

京都ホテルオークラ曲⽔の間・東京銀座鳩居堂・⼤阪丸ビルで２回ほか、個展開催。 

 

⼤きな作品も制作している。それらの全作品を、京都・東京・千葉、熊本、ほか、海外でも、 

癒し系ということで、個展後、各地の病院に写真作品を寄贈させて戴いた。 

いろいろ、お礼の⼿紙を頂いた。私の⽅が、感謝したいくらい、元気と勇気をもらった。 

まさに、いい思い出は、⼼の財産。今も、頑張れる、⼼の⽀えでもある。 

そんな経緯が、熊本にはあった。下記、⽂⾯にある緒⽅さんは、厚⽣技官だった。 

今、コロナ問題で、その部署も⼤変な時期。⼼配。思い出した次第。 

 
 

 菊池病院再訪時、熊本は雪だった。 



2013 年、往路中⼭道 69 次、帰路東海道 53 次、2017 年、函館から京都まで。 

⿅児島〜京都間は、2015 年８⽉。2016 年（平成 28 年）４⽉、震度７の熊本⼤地震。 

⼼が痛んだ。⼈⽣には、いろいろな試練が伴うことを実感。 

熊本⼤地震は、この旅の８ヶ⽉後のこと、ショックで、書けなかった。 

熊本県の象徴である、熊本城や⽔前寺公園、崩壊した阿蘇⼤橋、等々、復興の途上。 

嬉しいニュース。どこかの時点で、再訪したいと思っている。 

 

 

 
 

 

   
 


